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※本論文は、「ChatGPT-4o」を用い、資料収集並びに AI による論文作成を行ったものである。 
はじめに 
 先日傍聴した会議の中で、「NFT」、「ブロックチェーン」などというワードが出てきた。 
 これらのワードは Web3.0 や暗号資産（仮想通貨等）に関連するキーワードである。 
 国や政府も Web3.0 について政策を進める状況にあり、Web3.0 も徐々に一般化してきているように思う。 
 本稿では、Web3.0 について、概要と用語の解説を行う。 
 
1.Web3.0 とは 

Web3.0※1 は、Web1.0、Web2.0 といったインターネットの形を表す概念の新しい形のことで、第三世代の
インターネットの概念。web3※2 とほぼ同意でブロックチェーン技術を用いた「分散型（被中央集権）なインタ
ーネット」の形を指す事が多い。 

Web1.0 が静的な情報提供、Web2.0 がユーザー生成コンテンツとソーシャルメディアを特徴としていたの
に対し、Web3.0 はユーザーがデータを自己管理し、分散型ネットワーク上での透明性とセキュリティを重視
している。 
 

表-1 Web1.0、Web2.0、Web3.0 比較 

特徴 Web1.0 Web2.0 Web3.0 

時期 
1990 年代半ば 

〜2000 年代前半 
2000 年代後半 

〜現在 
2020 年代 

〜現在 

コンテンツ 静的 動的・インタラクティブ 分散化・自動化 

ユーザー関与 
データの流れ 

読み取り専用 
一方向 

読み取り・書き込み可能 
双方向 

データ管理・所有権の復帰 
分散型 

技術 HTML、画像 AJAX、JavaScript、SNS 
ブロックチェーン、 

スマートコントラクト、AI 

代表例 
Yahoo!、 

個人ホームページ 
Facebook、 

YouTube、Twitter 
Ethereum、 

Polkadot、OpenSea 

※1 Web3.0 という言葉は、Web の発明者であり W3C の創始者であるティム・バーナーズ＝リー氏によって
2006 年に Web2.0 に続く次の形として語られたものである。ただし、その時に想定された「セマンテック」な
Web の形とは異なるものである。 
※2 web3 とは 2014 年にイーサリアム（暗号資産）の共同創設者であるギャビン・ウッド氏によって「ブロッ
クチェーンに基づく分散型オンライン・エコシステム」と定義されたインターネットビジョンである。 



2.Web3.0 の特徴 
Web.3.0 の特徴としては、以下が挙げられる。 

 
分散化: 
ネットワーク参加者間でデータやアプリケーションの分散化を行い、中央集権的なデータやサーバー（例えば
GAFAM のような巨大な中央集権的な企業）に依存せず、ブロックチェーン技術を活用してデータの所有を分
散・共有化する。 
 
スマートコントラクト: 
スマートコントラクトは、ブロックチェーン上で実行される自動執行型の契約。条件が満たされると自動的に
取引が実行されるため、仲介者が不要となり、透明性の高い取引や取引コストの削減とプロセスの効率化が可
能になる。 
 
トークンエコノミー: 
Web3.0 では、トークン（仮想通貨やユーティリティトークン、NFT 等）が価値を持ち、エコシステムの中核
を成す。これにより、分散型アプリケーション（dApps）内での取引や価値によるインセンティブが可能な経
済圏を形成する。 
 
分散型アプリケーション（dApps）: 
中央集権的な制御を避け、ブロックチェーン技術を用いて分散型のアプリケーションを提供。これにより、透
明性と耐久性と検閲体制が向上する。 
 
3.ブロックチェーンとは 

ブロックチェーンは、Web3.0 の基盤技術の一つであり、データの分散管理と取引の透明性を確保するため
の技術である。以下に、ブロックチェーンの基本概念とその特徴について詳しく説明する。 
 
基本概念 

ブロックチェーンは、連続するブロック（データの集まり）をチェーン（鎖）状に接続した分散型台帳技術。
各ブロックには、複数のトランザクション（取引）データが含まれ、これが時系列に沿って追加されていく。
各ブロックは、前のブロックへのハッシュ（暗号学的要約値）を含むことで、改ざんが難しい構造になってい
る。 
 
特徴 
分散型台帳: 
ブロックチェーンは、中央の管理者が存在しない分散型ネットワークに基づいている。各参加者（ノード）は
台帳の完全なコピーを保持し、これにより単一障害点のない高い耐障害性を実現している。 



透明性と不変性: 
すべての取引データはブロックチェーン上で公開され、誰でも閲覧可能である。追加されたデータは基本的に
変更や削除が不可能で、これにより取引の透明性と信頼性が保証されている。 
 
セキュリティ: 
各ブロックのハッシュ値と分散型ネットワークの構造により、高いセキュリティを実現している。不正な取引
やデータ改ざんの試みは、ネットワーク全体の合意によって検出・防止される。 
 
代表的な事例 
ビットコイン (Bitcoin): 
最初のブロックチェーン技術を採用した暗号通貨であり、分散型のデジタル通貨として世界的に知られている。
ビットコインは、中央銀行や金融機関を介さずに取引を行うことができる点が特徴である。 
 
イーサリアム (Ethereum): 
スマートコントラクト機能を持つブロックチェーンプラットフォームである。これにより、分散型アプリケー
ション（dApps）の構築が可能となり、様々な分野での応用が進んでいる。 
 
ハイパーレッジャー (Hyperledger): 
企業向けのブロックチェーン技術を提供するオープンソースプロジェクトである。プライベートブロックチェ
ーンやコンソーシアムブロックチェーンの開発を支援し、企業間取引やサプライチェーン管理などに活用され
ている。 
 

4.まとめ 
Web.3.0 の特徴等をざっくりとまとめた。ブロックチェーンに関しては、そのセキュリティ性においてトレ

ーサビリティや金融システムといった分野で世界的な大企業が採用している事例もあり、今後伸びていく分野
である。今後も注目していきたいと思う。 
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